
2 月 21 日 ミャンマー訪問報告

八潮みらいロータリークラブ

                  伊藤 祐嗣 会員



Myanmar



Myanmar

ビルマ
Burma

1991年 軍事政権が改称

古くは緬の国





 GDPは356億ドル 日本の百分の１

ビルマはかつて東南アジア有数の大国で
最も豊かな地域のひとつでした。

米の世界最大輸出国、天然資源が豊富で、
石油輸出も盛んでした。また人的資源も
優れており、識字率は高く、独立後は東
南アジアでも早く成長軌道に乗るだろう
と考えられていました。



鎖国的な経済体制によって、最貧国と認
定される程にビルマ経済は著しく停滞し、
他のアジア諸国と大きな差をつけられま
した。

欧米諸国は軍事政権への制裁のため、
ミャンマー製品の輸入禁止や、新規海外
直接投資禁止などの経済処置を行ってい
ます。 特にアメリカのミャンマー製品輸
入禁止と送金禁止はミャンマー経済に大
きな影響を与えています。



ミャンマー経済は政治的要因により、離
陸の機会を失ってしまいました。

ところが、2012年に入って以降、アメリ

カが民主化を評価し、ミャンマーへの政
策を改める見通しが強くなってきました。

これまでアメリカの顔色を伺って現地進
出できなかった日本にも千載一遇のチャ
ンスとなるか。



まずビザが必要

観光ビザ

ビジネスビザ

瞑想ビザ











インパール作戦（インパールさくせん、日本側作戦名：ウ号作戦（ウごうさくせん））とは、1944年
（昭和19年）3月に日本陸軍により開始され7月初旬まで継続された、援蒋ルートの遮断を戦略目的と
してインド北東部の都市インパール攻略を目指した作戦のことである。

補給線を軽視した杜撰（ずさん）な作戦により、多くの犠牲を出して歴史的敗北を喫し、無謀な作戦
の代名詞として現代でもしばしば引用される。

昭和19年3月～7月









私たちと、現在のミャンマー
との関わり
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左から三人目が在ミャンマー 沼田幹夫大使 日本大使館 大使室にて
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